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本社・京都工場及び高崎工場及び首都圏事務所・中部圏事務所

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については、1年に１回検討している。前年
度に続き、取組の妥当性を評価・確認し、継続して環境マネジメ
ントシステムの運用を行っている。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

2019年3月に老朽化した空調機器の更新・工場内の照明を順次、
LED照明に更新している。
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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

事業活動全般の環境影響評価を行い社長は環境方針、目的、目標を定め、法規制、条例等、
及び本社、工場として受け入れを決めたその他の要求事項を遵守し、更に自主的運用基準も
加え環境保全活動に取り組みます。地域社会との協調、融和を図り、地域の環境活動への参
加を通じて環境保護に協力します。環境に関する教育、社会活動を実施し、従業員の環境方
針の理解と環境に関する意識の向上を図ります。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

月１回、環境会議を開催し、その中で法令の遵守状況の確認を
行っている。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

計画通りに取り組むことができているが、生産現場内に大型空調を追加
して環境改善を図った事によりエネルギーが増加した。

基 本 方 針

空調の適温化（冷房28℃程度・暖房２０℃程度）で実施・クールビズ実施・生産体
制の見直しを実施・高効率の照明機器に更新、受電設備内変圧器の更新も進めてい
く。


